
■グリーンスローモビリティ実装イメージ 

運行体制 

乗降ポイントは施設名又は全て
の電柱（乗降番号付与） 

家にいちばん近い電柱の乗降番
号を乗車ポイントとして指定 

行先名又は行先にいちばん近い
電柱の乗降番号を降車ポイント
として指定 

ドライバーは AI 運行バスにより
導き出された最適ルートをモバ
イルを通じ指示を受け、その指
示に従い乗降ポイントで停車 

ドライバーと介添えや緊急時の
対応を行う補助者の 2名で運行 

乗客が乗っているときは原則
10km/hの速度で走行 

電話予約の受付・システム入力 

電話予約者に対し到着予定時
刻連絡 

予約状況の確認集計 

運行状況の確認 

利用料金の管理 

システム 運行概要 

運行主体   ： 河内長野市 

運行主体補助： 大阪府 

地域運営体制 
：社会福祉協議会＋地域団体 

広報部 

車両運行部 

運行管理部 

運行企画部 

Ø 使用車両：7人乗りゴルフカート 2台（ヤマハ発動機） 

Ø システム：AI運行バス（NTT ドコモ） 

Ø 環境配慮：CO２削減（関西電力（環境総合テクノス）） 

グリーンスローモビリティ運行の意義につい
て地域住民の理解を得る 

グリーンスローモビリティ運行方法を周知 

地域内移動はグリーンスローモビリティ利用
を誘導 

環境に配慮するまちとしてブランド化を図る 

車両の運転 

車両の管理 

運行オペレーション 

予約システム管理 

決済システム管理 

会計管理 

総合調整           地域内事業者連携調整 

運行手法の検討・調整   課題の抽出・検討 

調査・検証（アンケート等） 
 

u 大学・民間企業による技術的支援 
・関西大学( ニーズ調査・分析、周知等) 
・NTT ドコモ（システム提供） 
・ヤマハ発動機（車両提供） 
・関西電力（環境測定・等） 
・コノミヤ（車庫・充電設備提供） 

運行課題の抽出 

運行課題の抽出 

【コンセプト】 

 高齢化が進むまちで、脱炭素化の住民意識を高めな

がら、全国のオールドタウンに共通する地域課題の解

決に向け、GSM とまちづくりを一体的に推進することに

より、地域循環共生圏形成の全国モデルを構築する。 

GSM 

全ての電柱が停留所 

スマホ又は電話にて 

運行監視システム管理 

資料４ 


